








はじめに 

母子保健システムの充実のため母子健康手帳の改訂に向かっての研究班が結成された。そ

の一員として石須哲也を代表者とする三重県の研究班では以下のような検討をおこなって

きた。すなわち、昭和 58 年度は保健婦、助産婦に対して、昭和 59 年度は母親、小児科医

師に対して現行母子健康手帳の利用実態について調査し、あわせて現行母子健康手帳に対

する改訂意見を求めた。また、産科医師に対しても改訂意見を求めた。 

本年度はこれまでの調査をふまえて、さらに歯科医師の母子健康手帳改訂への意見を求め

た。 

以上のような、母親、保健婦、助産婦、小児科医師、産科医師、歯科医師からの改訂提案

および利用実態をふまえて、本研究班としての改訂案を作製した。 


